
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.７３号でもお伝えしたように、今年度は５教科（小学校国語科・小学校算数科・小学校理科・中学校数

学科・中学校外国語科）において、国立教育政策研究所教科調査官及び大学教授等をアドバイザーにお迎え

し、教科研究員（管内１５名の先生方に委嘱）と置賜教育事務所指導主事による教科研究プロジェクトチー

ムを組織し、協働して研究を進めてきました 

その研究成果を“「考える力」を育む授業づくりのポイント”として提案させていただきます。「担任力」

を生かしたこれからの授業改善の参考にしていただければと思います。 
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小 学 校 算 数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小 学 校 理 科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 学 校 数 学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学校外国語  今年度の取組の成果を「実践記録集」として 

まとめ、 置賜教育事務所 HP ↓ 

【http://www.pref.yamagata.jp/ou/kyoiku/706003/】

にアップします。 

教科研究員の先生方の実践（指導案等）も掲載

しますので、ぜひご覧ください！ 

言葉に感情を乗せて伝え合う授業の創造を！ 

●子どもの実態と教材の特質を踏まえ、つけたい力にふさ

わしい言語活動を設定する。 

●子どもの目的意識を持続させながら、言語活動を通して

課題を解決できるような単元構成を工夫する。 

●お互いの思いやよさを受け止め合いながら、読みを深め

たり表現を工夫したりする場を設ける。 

学び合いを通して、一人一人が 
よりよく問題を解決する授業を！ 

●授業のねらいを達成した具体的な子どもの姿を明確にす

る。 

●「一人一人の考えが深まる」「様々な考え方ができるよう

になる」ことをねらった学び合いの場を設定する。 

●ねらいとの整合性がとれた適切な適用問題を設定し、自

力で解決する場を設ける。 

コミュニケーションを中核にした 
インタラクティブな授業の創造を！ 

●英語で話したくなるような必要性・必然性のある言語活

動を位置づける。 

●双方向の交流を大切にしたコミュニケーションの場を設

定する。 

●ＣＡＮ－ＤＯリスト等により、学習到達目標を明確にし、

振り返りや自己評価の方法を工夫する。 

数学的活動のよさ、楽しさを実感し、 
数学の魅力にどっぷりつかる授業の創造を！ 

●考えさせたいことを明確にし、解決する必然性を感じる課題

設定を工夫する。 

●課題解決へ向けた生徒の発想・気づきを引き出す発問を吟味する。

●生徒の思考をつなぎ、広げ、全体で共有し、深めるための教

師の働きかけを工夫する。 

●数学的表現を用いて考えを練り合い、共に学び高め合う主体

的な学習を推進する。 

体験と言語が織りなす自分事の問題解決を！ 

●問題解決の過程を踏まえた授業を展開する際は、子ども
自らが問題を設定できるような体験を工夫するととも
に、「わかった・できた・役立った」と実感できる学習活
動を積み上げる。 

●データや科学的根拠に基づき、科学的な概念や用語を使
って予測したり考察したりする学習活動を大切にする。

●観察・実験とその前後の学習活動をねらいや目標に沿っ
て精選し、子どもが思考・表現する時間を確保する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

置賜教育事務所では、平成２７年度も《信頼される学校づくりを進め、

知徳体が調和した「いのち輝く子ども」を育成する》ため、「考える力を

育む授業づくり」と「自尊感情を育む集団づくり」をポイントとした『お

きたまの教育』を発行します。各学校の活動に合わせて、有効にご活用く

ださい。 

２７年度版は、改めて４月にお届けします。 


